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ア
メ
リ
カ
移
民
の
話　

１

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧  

豊
美

　

１　

父
喜
三
波
乱
の
生
涯

　

２　

喜
三
の
日
記
か
ら

　

３　

思
い
出
の
人
々

　

４　

結
語

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。「
思
い
出
の
人
々
」

に
は
上
須
恵
出
身
で
、
福
岡
県
知
事
も

務
め
た
安
河
内
麻
吉
（
広
報
す
え
ま
ち
、

３
５
９
号
、
一
九
九
七
年
六
月
、
で
取
り

上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
が
伯
父
と
し

て
出
て
き
ま
す
。
ま
た
玄
洋
社
を
代
表
す

る
人
物
、
頭
山
満
も
親
戚
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
私
に

と
し
て
五
〇
万
円
を
、
他
に
邦
人
に
対
し

五
万
円
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
、
増

え
る
日
本
人
移
民
に
対
す
る
反
発
か
ら
排

日
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
明

治
三
十
九
年
十
月
に
は
公
立
学
校
か
ら
日

本
人
児
童
を
隔
離
す
る
動
き
も
起
き
て
い

ま
す
。

　
『
父
と
子
』
に
は
、
当
時
の
様
子
が
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
震
災
で
家
を
失
っ
た
日
本
人
た
ち

は
潮
の
引
く
よ
う
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

か
ら
南
下
、
リ
バ
サ
イ
ド
、
イ
ン
ペ
リ
ア

ル
高
原
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
な
ど
に
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
。」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
山
河
燃
ゆ
』（
松

本
幸
四
郎
主
演
、
一
九
八
四
年
）
を
思
い

出
す
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
原
作

は
山
崎
豊
子
の
小
説
『
二
つ
の
祖
国
』。

　

粕
屋
町
の
歴
史
資
料
館
で
『
父
と

子　

日
米
に
別
れ
て
生
き
た
九
十
年
』

（
一
九
九
一
年
）
と
い
う
本
が
あ
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
著
者
は
名
古
屋
市

在
住
の
安
河
内
隆
介
氏
。
そ
こ
に
書
か
れ

て
い
た
こ
と
は
初
め
て
知
る
こ
と
が
多
く
、

今
ま
で
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
む
し

ろ
驚
き
で
し
た
。

　
〈
子
〉
は
著
者
の
隆
介
氏
、〈
父
〉
は
ア

メ
リ
カ
に
移
民
し
「
コ
シ
ョ
ウ
王
」
と
言

わ
れ
た
安
河
内
喜
三
氏
で
す
（
以
下
敬
称

略
）。
内
容
は

が
そ
の
わ
ず
か
十
日
前
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
は
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
八
の
大
地
震

と
引
き
続
く
火
災
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
は
三
千
人
が
死
亡
し
、
二
二
万
五
千

人
が
家
を
失
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
喜
三

ら
は
壊
滅
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
避

け
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
は
金
門
橋
（
ゴ
ー
ル
デ

ン
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
）
を
潜
っ
た
内
海
に

あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
対
岸
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
二
年
前
に
日
露
戦
争
が
開
始

さ
れ
、
翌
三
十
八
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の

ポ
ー
ツ
マ
ス
で
日
露
の
講
和
条
約
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は

当
時
日
本
人
七
千
人
が
居
住
し
て
い
た
と

さ
れ
、
日
本
政
府
は
大
震
災
へ
の
見
舞
金

は
貴
重
な
証
言
で
し
た
。
ま
ず
は
同
書
を

ひ
も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

喜
三
は
明
治
六
年
（
一
八
六
七
）
十
月
、

父
原
田
藤
次
、
母
モ
ン
の
三
男
と
し
て
新

原
村
（
後
に
須
恵
町
大
字
新
原
）
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
長
兄
が
一
郎
、
次
兄
が
龍
太

郎
、
弟
が
真
太
郎
、
妹
が
カ
イ
で
す
。
龍

太
郎
は
陸
軍
士
官
学
校
在
学
中
に
病
死
し

ま
し
た
。

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
喜
三
・

真
太
郎
兄
弟
は
太
平
洋
を
超
え
て
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

　

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
在
住
の
日
系
二
世
が
、

太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
、
故
国
日
本
と
生

ま
れ
た
国
ア
メ
リ
カ
と
に
引
き
裂
か
れ
て

い
く
悲
劇
を
描
い
た
作
品
で
す
。
ロ
ス
ア

ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
移
民
が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

屋
を
営
ん
で
い
た
場
面
が
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。

お
願
い　

須
恵
町
か
ら
ア
メ
リ
カ
に

移
民
し
た
人
た
ち
に
つ
い
て
、
情
報

（
写
真
を
含
む
）
を
お
持
ち
の
人
は

教
え
て
く
だ
さ
い
。

炎上するサンフランシス
コ市街（ウィキペディア

「サンフランシスコ地震」
より）




